
● 被害の特徴

・莢の伸長期に吸害された場合には、莢は黄変して落ちることが多い。
・子実の肥大初期に吸害されると、子実の肥大が停止し、莢はいつまでも
扁平で緑色を保ち、収穫期まで残ることが多い。

・被害莢の多い株は、無被害株の葉や莢が黄化する時期になっても緑色を
保ち青立ちとなる。

・子実肥大中期以後に吸害された場合には、吸害程度に応じて不整形な被
害子実となって登熟する

● 発生時期

・着莢期頃から成虫の進入が見られ、8月下旬頃から増加し、9月下旬から
10月上旬にピークとなる。

● 防除方法

・８月下旬、９月中旬に薬剤を散布する。

上越地域においては８月の基幹防除でカメムシ類の登録薬剤が散布される場合が
多いと考えられますが、発生状況に応じて９月中旬の防除も検討しましょう。

・農薬を使用する際は必ず最新の登録内容、使用方法・注意事項等を確認して
ください。

ホソヘリカメムシ イチモンジカメムシ アオクサカメムシ ブチヒゲカメムシ

写真 大豆を加害する主要なカメムシ類

※写真引用元「ダイズカメムシ類対策マニュアル」2020年３月 農研機構 中央農業研究センター

大豆情報 号外 令和６年８月９日
上越農業普及指導センター

お問合せ 上越農業普及指導センター作物担当 TEL：025-526-9405 FAX：025-526-4080

大豆を加害するカメムシ類の発生が「やや多い」との予報※

ほ場の発生状況を確認し、８月下旬、９月中旬の２回防除を検討しましょう！

※令和6年度新潟県病害虫発生予察情報・予報第６号（8月の予報） 新潟県病害虫防除所

<参考>防除実施のめやす（福井県要防除水準）

・8月下旬（ほ場侵入期）：0.3頭/100茎
・9月中旬（発生盛期）：4頭/100茎


